
校正用

昨年七月に、聖路加病院名誉院長の日野原重明さんが百五歳で亡くなられました。日野原先生は、日本

で最初に病気の早期発見のための「人間ドック」を開設し、脳卒中や癌、心臓病などを従来の「成人病」

から「生活習慣病」と改名するなど、日本の予防医学と長寿に大きく貢献されたお医者様です。

日野原先生は、多くの著書や講演を通して、“命”や“生きる”ことについて語られています。それらの

中で先生は、「 命とは、自分が使える時間のこと 」とおっしゃっています。そうであるなら、寿命は自分

に与えられた全時間といえます。

では、“生きる”とは、その時間が少しずつ削られて、失われていくことなのでしょうか。いいえ、先生

は、「 生きるとは、空っぽの器の中に、命を注ぐこと 」とも述べられています。つまり、“生きる”とい

うのは、寿命という大きな空っぽの器の中に、精一杯生きた一瞬一瞬の時を詰め込んでいくということな

のです。

その詰め込む時間が、精一杯生きた時間になるのか、また、いい加減に生きた時間になるのかは、すべ

て自分次第です。自分が使える時間の質、つまり、“命”の中身を最終的に決めているのは、自分自身だと

いうことです。子どもたちには、是非、自分の人生、すなわち寿命という器の中に、自分が一生懸命生き

た時間を詰め込んで、生きがいのある豊かな人生を歩んでもらいたいと願っています。

子どもたちは、これからの人生の中で、きっと今までに経験したことのない様々な場面に遭遇すること

でしょう。もしかすると、困難な壁にぶち当たり、その場に立ちすくんでしまうかもしれません。

そんなときに、思い出してほしい言葉を紹介させていただきます。これも、日野原先生の言葉です。

「 生まれてきたことは、それだけですばらしいことです。

〔中略〕

うれしいときだけが“君”ではありませんよ。

笑っているときの君だけが“君”ではありませんね。

悲しいときの君も、はずかしくて消えてなくなりたいと思うときの君も“君”なのです。

だから、辛いときや悲しいときの自分も、大事にしてあげなければいけません。

成功して喜びでいっぱいになっているときの君も、失敗して涙を流す君も“君”です。

どんなときの自分も大事にすること、

自分のことをいつも大好きだと思っていること、

これはとても大切なことです。 」

（日野原重明『十歳のきみへ：九十五歳のわたしから』 冨山房インターナショナル、2006 年）

校長 宮 田 聡
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月 火 水 木 金 土 日
１ ２

３

生徒会専門委員会

清掃無し

４

1 年福祉体験講演(5h)

（火１２３５４６）

５ ６ 難聴学級小中

交流（5,6h）

（木６２３４５,学）

７ 生徒総会

生徒会役員改選

(5,6ｈ)

８ ９

１０ 生徒朝礼

（総,月２３４６,学）

１１ １２

1 年福祉体験(5,6h)

（道,水２３,木３,火４,金３）

１３ 期末懇談

3 年球技大会

朝学なし45分（水４５,木１６）

１４ 期末懇談

朝学なし45分

（金１２４５）

１５ １６

１７ 期末懇談

朝学なし45分

（月２３４５）

１８ 期末懇談

朝学なし45分

（月６,水２３４）

１９ 期末懇談

朝学なし45分

（道,水５,木１４）

２０ 3 年懇談予備日

朝学なし45分

（水５,木５６,金１）

２１

朝学なし45分

（金２３４,大掃除）

２２ ２３

《天皇誕生日》

２４ 《振替休日》 ２５

終業式

２６

冬季休業日

２７

冬季休業日

２８

冬季休業日

２９

学校閉鎖

３０

学校閉鎖
３１ 学校閉鎖

☆ 頑張る日新中生！☆

●第 60 回尼崎市陸上競技対抗選手権大会

中学女子 100m 第１位 山本 和華

中学女子 200m 第２位 山本 和華

中学男子走幅跳 第２位 大川 涼輔

●第 62 回尼崎市長旗剣道優勝大会 団体戦中学生女子の部

準優勝 （吉田 穗乃香, 安藤 優理菜, 佐伯 凜）

●今北・堂松南地域交流文化祭

【人権作文】＜優秀賞＞ 3-2 髙木 結莉

＜入選＞1-1 大倉 由愛 2-1 古川 裕子

2-2 川合 こはる 3-4 藤島 楓

＜佳作＞1-3 瀬崎 瑠璃 1-3 宗實 野乃 1-3 森下 来菜

1-4 河野 涼音 2-2 安居 優月 2-3 竹本 登士

2-5 梅田 結衣 3-3 辻 彩音 3-3 寺田 明奈

3-4 木村 有沙

【人権ポスター】＜優秀賞＞2-3 竹本 登士 3-1 多田 恵太

＜入選＞2-1 山本 真緒 2-2 山本 来実 2-5 植木 春花

3-1 村山 凜々花 3-3 谷内 花菜 3-3 吉田 梨紗

＜佳作＞1-1 白崎 翔子 1-2 中川 愛叶 2-1 鳥飼 なな

2-2 井上 咲 2-2 川合 こはる 2-3 栗山 叶乃

2-5 川村 奈津実 3-1 梅本 朱莉 3-1 中川 泰嘉

3-4 佐久間 ほのか 3-4 藤島 楓 3-4 万代 陽子

3-4 早田 美優 3-5 佐久間 小町 3-5 濱畑 未来

3-5 辰己 聖剛 3-5 井手 希泉

●平成 30 年度理科作品展 出品

1-1 寺田 光来 2-2 森川 日萠 3-3 堺井 慶一郎

●第 46 回阪神地区中学校技術・家庭科研究大会 出展

3-1 水野 日菜子 3-4 原田 美空 3-4 佐久間 ほのか

3-5 井手 希泉 3-5 林 愛佳 3-5 小坂田 夏希

●第 69 回英語祭

暗唱文門 出場 3-3 谷内 花菜

スピーチ部門 出場 3-1 黒﨑 翔希 （銅賞）

●平成 30 年度尼崎市中学校読書感想文コンクール

＜準特選＞3-2 髙木 結莉 1-4 河野 涼音

＜入選＞3-1 黒﨑 翔希 3-2 豊島 未来 3-3 堺井 慶一朗

2-2 北地 未來 2-2 山本 来実 2-1 古川 裕子

1-3 堺井 ちはる

●第 34 回全国硬筆コンクール

＜優秀特選＞ 3-3 谷内 花菜

＜特選＞3-1 山本 弥希 3-5 小坂田 夏希 3-5 阪本 佳奈

＜金賞＞1-1 大田本 果純 2-1 久保 尋斗 3-2 川口 瑞稀

＜銀賞＞1-4 新谷 駆琉 2-2 川合 こはる 2-4 中元 歩希

＜銅賞＞1-3 立切 晴喜 1-3 松下 大地 2-1 川下 元気

10 月 29 日、芸術鑑賞会

が体育館で開催されまし

た。今回は、「ハッピーフ

レンズ」というグループに

よる「アカペラコンサー

ト」を鑑賞しました。

生徒たちもよく知って

いる名曲を、声だけを使

い、美しいハーモニーで演

奏してくれました。生徒も

ボイスパーカッションの

体験に参加し、楽しいひと

ときを過ごしました。ま

＜１月の主な予定＞ 1/7(月)：始業式 1/10(木)：あまっ子ステップアップ調査（1,2 年）、3年実力テスト

1/17(木)：防災避難訓練 1/21(月)：生徒朝礼 1/26(土)：授業参観・新入生説明会

芸 術 鑑 賞 会

１２月の主な予定

た、日新中学校の校歌をアレンジして、アカペラで聴か

せてもらいました。ひと味違う校歌に、皆感動しました。

11 月 3 日、ベイコム総合体育館で、市内中学校の特

別支援学級の生徒が集まり演技を行う「第 37 回きょ

うちくとう運動会」が開催されました。日新中学校か
らは、７人の生徒が参加

しました。

元気な入場行進のあ

と、選手宣誓が行われ、

17 中学校が、赤、緑、黄、

青の４グループに分か

れ、大玉ころがしや玉入

れ、徒競走、綱引きなど

で競い合いました。

競技の結果、みごと日

新中、園田東中、武庫中、

立花中合同の緑チームが

優勝しました。

きょうちくとう運動会


